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永野小学校　蔵王火山の泥流実験（2019年６月 日）

永野小学校　学習発表会の様子（2019年 月 日）

図１　学習内容・会話機会結果

図２　小学校感想文全体結果　共起ネットワーク図

表１　効果的かつ持続的な防災学習会の普及に向けての提案

　わが国は、その地形や立地、気候などの条件によ

り災害が発生しやすい国、いわば災害大国と言われ

ています。中でも近年、平成30年７月豪雨（広島県）

や北海道胆振東部での事例など土砂災害は急激な増

加傾向にあります。他災害に比較して局所的に発生

する土砂災害は適切な避難行動によりある程度犠牲

数を減少させることが可能であると考えられます。

そのため、人命を守るには防災意識を高めていくこ

とが急務です。とりわけ子供が防災意識を持つこと

で子供を媒介者として知識が広まり地域全体の意識

の向上につながる。学校教育は国民の普遍的な機会

であることから防災教育の場として注目されていま

す。しかし一方で防災教育には課題が多く残されて

います。例えば、防災学習の継続や始動が困難であ

ることや、防災学習を行った結果が避難行動に現れ

ないことなどです。

　学校で実施する防災教育の中でも、外部講師など

の参加する「防災学習会」は工夫次第でより効果的

かつ持続的なものにできないかと考えられます。そ

こで、「防災教育を進めるうえでの課題、その解決策

を探ること」と「児童に対して行った防災教育が児

童の防災意識に与えた影響を明確にすること」を目

的として調査を行いました。

　調査対象校は宮城県蔵王町立永野小学校、同遠刈

田小学校の２校です。蔵王山の噴火があった際には

融雪型火山泥流などの警戒区域となっている。同小

学校は昨年６月より「火山砂防フォーラム」での発

表を最終目標に防災学習を開始しています。授業は

週１回の「総合」の時間を利用して行われました。

月に１度、外部講師により、講義や実験が行われま

した。対象学年は小学校５年生です。また、各小学

校は現地見学も行っています。最終的に両校とも10

月下旬に父兄を交えて学習発表会を行っています。

　調査では、①児童へのアンケート調査、②児童の

感想文テキストマイニング分析、③教員への聞き取

り調査、④参与観察を実施しました。①児童アンケ

ートでは、時間経過による防災意識の変化も見たか

ったため、(ⅰ)学習会参加前、(ⅱ)開始から２カ月

後(ⅲ)最終発表直前の３期間の状況を問う形式とし

ました。

　アンケートは、児童の防災意識および興味の変化

について調査し、児童の感想文の分析は字数制限及

び記述内容に制限はなく児童が自由に記述したもの

を、ＫＨコーダーの共起ネットワークにより分析を

行いました。感想文の分析により、児童の児童にと

って印象的である事項、覚えている内容や専門用語

の増加やつながりを調査しました。

　今回の調査をまとめて表１のように提案したいと

考えています。

　表の①については、感想文の分析から、専門用語

に結び付いている言葉として頻出し、さらにアンケ

ート結果から楽しいと感じた児童は、学習内容の定

着に関連があることがわかりました。②については

自主学習の増加や、避難行動に関する自主性からみ

られ、またこれらの行動が見られる児童は学習内容

の定着率がχ二乗検定より有意に高いことがわかり

ました。③については感想文分析結果（図２参照）

より、現地見学の重要性が言えました。④について

も最終アンケートの結果から災害について会話する

機会が増えている児童ほど学習内容の定着が有意に

高まりました（図１参照）。一方、教員への聞き取

り調査から、授業の実践方法や、継続の困難性、地

域との連携の大きく三つのカテゴリーの課題がわか

りました。それぞれの課題への解決案として下記⑤

～⑧を提言したい。

　防災学習会は、災害の多発している現代において

災害の犠牲数を減少させる重要な一手となるはずで

ある。今後、ここでの提言を現実化し、児童にとっ

て効果的で有意義な防災学習会を普及していきた

い。

　本調査を行うにあたって、宮城県蔵王町立永野小

学校、蔵王町立遠刈田小学校、土砂災害防止広報セ

ンターはじめ関係者の皆様には大変お世話になりま

した。なお本調査は砂防学研究室の小泉瑳智さん（４

月より北大大学院）の卒論として取り組んだものを

まとめたものです。

※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大学

地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金流川筋小沼

　盛岡市は、砂子沢生活改善セン

ター移転新築事業について、公募

型プロポーザル方式で優先交渉権

者を選定するため、18日付で公告

した。事業内容は新センターの新

築と旧施設の解体。設計施工一括

で事業を担当する。参加資格申請

書の提出期限は６月16日。提案書

の提出は同月30日までとなってい

る。７月上旬にも提案内容の審査

を行い、同月中旬に審査結果を公

表する方針だ。

　同事業は、現施設の老朽化など

を目的に実施されるもの。現施設

の劣化や立地状況を勘案し、旧砂

子沢小学校用地のうち、プール跡

地に新たな砂子沢生活改善センタ

ーを建設する。同事業では、完成

後の旧施設解体も担う。

　砂子沢地区は、朝霧そばの生産

地であり、市がブランド化に取り

組んでいるアロニアの生産地でも

ある。市は新施設を建設する中で、

地域の特産物を活用した地域の活

性化やグリーンツーリズムの推

進、市産材・県産材の利用促進―

などを期待。優れた企画力・技術

力を有する最適な提案を求めるた

め今回、設計施工一括で選定する

公募型プロポーザルの実施を決め

た。

　参加資格は、設計業務と施工業

務を行うことができる単独企業か

コンソーシアム（企業連合）。企業

連合の構成員は、実施設計業務と

工事監理業務の担当者、施工業務

担当者の２者まで。設計業務・工

事監理業務については建築関係コ

ンサルタント業務甲の者―など、

施工業務については建築一式工事

甲Ａまたは甲Ｂの者―などとして

いる。

　上限提案価格は、設計業務、施

工業務、工事監理業務を合わせ51

00万円（税込み）。内訳は、設計業

務600万円、施工業務4280万円、

工事監理業務220万円となってい

る。

　優先交渉権者選定後、市は７月

下旬にも協定書を締結したいとし

ている。

　同事業への参加希望者を対象と

した現地説明会は、27日午後２時

から砂子沢生活改善センター研修

室で予定されている。参加は１事

業者につき３人まで。希望者は26

日までに、電子メール（nosei@

city.morioka.iwate.jp）で申し込む

こと。

　県南広域振興局土木部一関土木

センターは、一関市花泉町の一級

河川金流川筋小沼で計画する河川

改修事業について、今年度は左岸

の老松地区で用地関係の作業、右

岸の永井地区で設計などを進める

計画。老松地区の用地測量、用地

調査が同局一関総務センターか

ら、簡易総合評価（簡易２型）で

公告中となっている。

　一級河川金流川筋小沼は、17年

度から事業着手した地区となって

いる。公共事業評価では、総事業

費に12億5000万円を想定してい

る。

　洪水時に合流先の北上川本川の

背水の影響により、高い水位が長

時間続き、越水などにより浸水被

害が発生する。金流川沿岸一帯の

洪水防御が必要となっていること

から、対策工を計画している。

　対策工の内容について見ると、

老松地区は管理用通路による対策

工を講じる計画で、小沼橋から下

流で実施する見通しでいる。河川

管理用通路の計画に伴い、市道の

付け替えも行う。

　永井地区については、北上川合

流点の右岸側が事業個所となる。

連続堤のような形の輪中堤、２カ

所の樋門整備による治水対策、事

業に合わせて県道白崖弥栄線の付

け替えを現段階で構想している。

　公告中の業務は、老松地区（そ

の１）用地測量、同（その２）用

地測量、同地区用地調査の３件。

申請は26日まで、来月２日の入札、

翌３日の開札を予定している。老

松地区では今年度、用地買収にも

入っていければとしている。

　なお、永井地区では治水対策施

設設計を進めている。20年度は、

事業説明会の開催も見込んでい

る。


